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Thoughts equals Actions（Chikogoitsu）：Using Japanese to turn ideas into reality.
Working in Japanese

語
ご
学
がく
以
い
外
がい
の専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や
で日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って

仕
し
事
ごと
をしている外

がい
国
こく
人
じん
を紹

しょう
介
かい
する

第
だい
4 回

かい

知
ち

行
こう

合
ごう

一
いつ

：日
に

本
ほん

語
ご

を活
い

かし、考
かんが

えを実
じつ

現
げん

する

桝
ます
一
いち
市
いち
村
むら
酒
しゅ
造
ぞう
場
じょう
・取
とり
締
しまり
役
やく
。1994年

ねん
入
にゅう
社
しゃ
。96年

ねん

には　酒
ざけ
師
し
の認

にん
定
てい
を受

う
け、本

ほん
格
かく
的
てき
に桝

ます
一
いち
の再

さい

構
こう
築
ちく
に取

と
り組

く
む。古

ふる
い酒

さか
蔵
ぐら
を大

だい
改
かい
造
ぞう
したレス

トラン「蔵
くら
部
ぶ
」や文

ぶん
化
か
サロン「小

お
布
ぶ
施
せ
ッション」

をプロデュースし、「小
お
布
ぶ
施
せ
見
み
に（ミニ）マラ

ソン」を企
き
画
かく
運
うん
営
えい
するなど小

お
布
ぶ
施
せ
の町

まち
起
お
こし

にも貢
こう
献
けん
。アメリカ・ペンシルベニア州

しゅう
出
しゅっ
身
しん
。

ウェブサイト（HTML）では、より詳
しょう
細
さい
な

内
ない
容
よう
の記

き
事
じ
を掲

けい
載
さい
しています。

セーラ・マリ・カミングス (Sarah Marie Cummings) さん

きき

Ｑ１： 来
らい
日
にち
してから現

げん
在
ざい
の仕

し
事
ごと
にいたる

までの経
けい
緯
い
を教

おし
えてください。

　ペンシルベニアの大
だい
学
がく
で日

に
本
ほん
語
ご
を学
まな
ん

だのち、１年
ねん
間
かん
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
生
せい
として関

かん
西
さい

外
がい
国
こく
語
ご
大
だい
学
がく
に入

にゅう
学
がく
しました。日

に
本
ほん
に対
たい
す

る最
さい
初
しょ
の興

きょう
味
み
を抱
いだ
いたのは小

しょう
学
がく
生
せい
のとき

です。日
に
本
ほん
について学

まな
ぶ授

じゅ
業
ぎょう
で、日

に
本
ほん
独
どく

自
じ
の掛

か
け軸
じく
や屏

びょう
風
ぶ
、書

しょ
道
どう
などを見

み
て、そ

のエキゾチックな雰
ふん
囲
い
気
き
に憧

あこが
れを抱

いだ
きま

した。93年
ねん
、長

なが
野
の
で働

はたら
きませんかという

誘
さそ
いを受

う
けて、長

なが
野
の
へやってきました。

その後
ご
、新
あら
たな縁

えん
あっていまの会

かい
社
しゃ
であ

る「桝
ます
一
いち
市
いち
村
むら
酒
しゅ
造
ぞう
場
じょう
」に入

にゅう
社
しゃ
し、会

かい
社
しゃ
再
さい
構
こう

築
ちく
の仕

し
事
ごと
に取

と
り組

く
むことになったのです。

　桝
ます
一
いち
は、300年

ねん
近
ちか
い歴

れき
史
し
をもつ日

に
本
ほん
酒
しゅ

酒
しゅ
造
ぞう
会
がい
社
しゃ
です。そこには、古

ふる
くから受

う
け

継
つ
がれてきた造

つく
り酒
ざか
屋
や
としての専

せん
門
もん
技
ぎ
術
じゅつ

や職
しょく
人
にん
たちの精

せい
神
しん
、蔵

くら
や日

に
本
ほん
家
か
屋
おく
の美

うつく
し

さ、機
き
能
のう
性
せい
が詰

つ
まっていました。私

わたし
は会
かい

社
しゃ
から「あなたの外

がい
国
こく
人
じん
としての価

か
値
ち
観
かん

や目
め
線
せん
で桝
ます
一
いち
を見

み
て、変

へん
だと思

おも
うことが

あったら教
おし
えてほしい」と言

い
われ、桝

ます
一
いち

の歴
れき
史
し
をもっと大

だい
事
じ
にする必

ひつ
要
よう
がある、

と痛
つう
感
かん
したのです。小

しょう
学
がく
生
せい
のころから憧

あこが

れてきた日
に
本
ほん
独
どく
自
じ
のシンプルで美

うつく
しい生

せい

活
かつ
や、先

せん
人
じん
たちの知

ち
恵
え
を21世

せい
紀
き
に引

ひ
き継

つ

ぎ、進
しん
化
か
した形

かたち
で生

い
かすことが重

じゅう
要
よう
だと

考
かんが
え、それを会

かい
社
しゃ
に訴

うった
えてきました。古

ふる

い酒
さか
蔵
ぐら
の風

ふう
合
あ
いを生

い
かしたレストラン

「蔵
くら
部
ぶ
」はその実

じつ
現
げん
例
れい
のひとつです。現

げん

在
ざい
は、2006年

ねん
にオープンするゲストハウ

ス「桝
ます
一
いち
客
きゃく
殿
でん
」の準

じゅん
備
び
や、「桶

おけ
仕
じ
込
こ
み保

ほ

存
ぞん
会
かい
」の法

ほう
人
じん
化
か
などに携

たずさ
わっています。

桶
おけ
仕
じ
込
こ
みとは昔

むかし
の酒
さか
屋
や
が用

もち
いていた技

ぎ
術
じゅつ

です。これを復
ふっ
活
かつ
させようと呼

よ
びかけた

ら、30社
しゃ
以
い
上
じょう
の企

き
業
ぎょう
が賛
さん
同
どう
してくれまし

た。伝
でん
統
とう
技
ぎ
術
じゅつ
の継
けい
承
しょう
が、確

かく
実
じつ
に収

しゅう
入
にゅう
に結
むす

びつくような仕
し
組
く
みも作

つく
りたいのです。

Ｑ２： 日
に
本
ほん
語
ご
はどのようにして学

まな
んでき

ましたか？

　交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
生
せい
として来

らい
日
にち
した当

とう
初
しょ
は、ま

わりの人
ひと
の言
こと
葉
ば
を聞

き
き取

と
ることもできま

せんでした。もっと勉
べん
強
きょう
しなくちゃ、で

も楽
たの
しく勉

べん
強
きょう
しないと続

つづ
かないと思

おも
い、

カラオケに行
い
って日

に
本
ほん
語
ご
の歌
うた
を歌
うた
ったり、

落
らく
語
ご
や漫
まん
才
ざい
を自

じ
己
こ
流
りゅう
で覚
おぼ
えたりしてみた

のです。当
とう
時
じ
はお金

かね
もない学

がく
生
せい
だったけ

ど、ユーモアがあれば楽
たの
しみながら生

い
き

ていける、そう思
おも
ったんです。さらに、

日
に
本
ほん
人
じん
が面
おも
白
しろ
いと感

かん
じることを理

り
解
かい
でき

るようになりたかった。それがわかれば、

背
はい
景
けい
にある社

しゃ
会
かい
的
てき
な状

じょう
況
きょう
も見

み
えてくるは

ずだと考
かんが
えていたんです。ほかには、こ

とわざ事
じ
典
てん
を買

か
ってきて暗

あん
記
き
しました。

まわりに慣
な
れなくて落

お
ち込

こ
んでいた気

き
分
ぶん

を励
はげ
ます材

ざい
料
りょう
になりましたよ。また、こ

とわざは、伝
つた
えきれずにいた自

じ
分
ぶん
の気

き
持
も

ちをピタッと代
だい
弁
べん
してくれて、思

おも
いが通

つう

じ合
あ
ったこともありました。

　１年
ねん
間
かん
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
終
しゅう
了
りょう
後
ご
、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく

試
し
験
けん
の２級

きゅう
に合
ごう
格
かく
しました。日

に
本
ほん
で働

はたら
く

なら、最
さい
低
てい
限
げん
それくらいは必

ひつ
要
よう
だと思

おも
っ

たんです。その後
ご
、社

しゃ
会
かい
人
じん
として働

はたら
き始
はじ

めると、いろいろな価
か
値
ち
観
かん
、いろいろな

立
たち
場
ば
の人

ひと
と話

はな
す必

ひつ
要
よう
が出

で
てきますよね。

そうした状
じょう
況
きょう
も日

に
本
ほん
語
ご
の鍛
たん
錬
れん
になったと

思
おも
います。とくに、桝

ます
一
いち
のある小

お
布
ぶ
施
せ
町
まち

に来
き
てからは、造

つく
り酒

ざか
屋
や
の職

しょく
人
にん
はもちろ

ん、お寺
てら
の住

じゅう
職
しょく
や着

き
付
つ
けの先

せん
生
せい
、建
けん
築
ちく
家
か

やアーティストなど、さまざまな人
ひと
と触

ふ

れ合
あ
うことになりました。小

お
布
ぶ
施
せ
と深
ふか
い

関
かか
わりのある葛

かつ
飾
しか
北
ほく
斎
さい
について専

せん
門
もん
家
か
の

かたから教
おそ
わったのも貴

き
重
ちょう
な体

たい
験
けん
です。

就
しゅう
職
しょく
してからは、日

に
本
ほん
語
ご
の勉
べん
強
きょう
のための

勉
べん
強
きょう
はしていませんが、日

にち
常
じょう
的
てき
に多
おお
くの

人
ひと
から学

まな
んできたと思

おも
います。

Ｑ３： 日
に
本
ほん
語
ご
の面
おも
白
しろ
さとは何

なん
だと思

おも
いま

すか？

　最
さい
近
きん
、一
いち
番
ばん
好
す
きな言

こと
葉
ば
は「知

ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
」。

考
かんが
えと行

こう
動
どう
はひとつのものであるべきで

ある、という意
い
味
み
です。知

し
っているのに

行
こう
動
どう
を起

お
こさないのは知

し
ったことになら

ないし、行
こう
動
どう
に移
うつ
すのは知

し
るということ

を完
かん
全
ぜん
な形

かたち
にすることですから。こうし

た昔
むかし
から伝

つた
わる価

か
値
ち
観
かん
や信
しん
念
ねん
を表

あらわ
す言
こと
葉
ば

を知
し
ると、現

げん
代
だい
に生

い
きる私

わたし
たちも刺

し
激
げき
を

受
う
けますよね。強

つよ
いインスピレーション

を受
う
けて、頑

がん
張
ば
る意

い
欲
よく
が湧

わ
いてきます。

　漢
かん
字
じ
という、昔

むかし
からある文

ぶん
化
か
も面
おも
白
しろ
い

ですね。形
かたち
を見

み
て、すぐにパッと感

かん
じる

ことがある。イメージが伝
つた
わりやすい。

漢
かん
字
じ
を覚
おぼ
えることによって、より多

おお
くの

ことを連
れん
想
そう
できるようにもなったと思

おも
い

ます。たくさんの素
す
敵
てき
な言
こと
葉
ば
が日

に
本
ほん
には

ある、それを知
し
ることも面

おも
白
しろ
いです。


